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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・磯島　貴広様の現状と課題を確認し、今後の支援方針検討するためのケア会議について
日時：2/13（金）15：30～16：30程度　　　場所：旧デイケア室

　　　　　　　※15：30より関係機関・母様のみで実施
　　　　　　　※16：00より本人・母様・関係機関で実施
参加予定者：担当医（田名部Dr）・外来看護師・訪問看護・デイケア・青明舎・本人様・母様

会議の流れ：①各関係機関・母様より本人様の現状と課題について話していただく。

　　　　　　　②課題を整理し、今後の支援方針について検討

・コ・メディカルG事例検討会について

日　時　：2/19（木）17：30～18：30程度　　　場所：2階会議室

通所利用者様が予定されているので担当者始め、可能な職員は参加して下さい。

＜利用者情報＞

・磯島　貴広様　～一人暮らしの件について､母親へ電話にて話を伺う。｢本人が､『もう決めたから』といったふうに話してくるもんだから､とりあえず良いかと思って…｣と不安そうに話をしている。母から見た現状について確認すると､服薬管理については､母が毎回薬をセットして服用していることや､調理は炒飯等を作って食べることは出来ること､自分の分の洗濯はしていること等を話している。病状悪化時に状態を自覚し､周囲に相談出来るのか､服薬管理を母が行っていることから､服薬を一人で管理できるか不安があることを伝え､実際に一人暮らしが可能なのかどうか､本人･母･関係部署で話し合いたいことを伝えると母も了解。また､生活訓練施設へ入所し､訓練･準備してから一人暮らしを始める方法もあることを説明すると､｢私としても､できればすぐ一人暮らしではなくて､生活訓練施設に入所してからの方が安心なんですけどね｣と話している。関係部署と相談し､2月13日（金）15:30～ケア会議を実施することとしている。

・東海林　康之様～就労継続支援B型｢ラボーロ｣利用の為､ケアプラン作成について本人と話し合い､特定相談支援事業｢青明舎｣澤口氏へ相談。同施設より連絡があり､2月12日（木）10時より初回面談を実施予定とのことで､本人へ説明。本人も了解し､同日実施予定としている。

・倉橋　生子　様～昨日、就床前薬服用時、体調確認すると｢首の周りが火照るんだよ、咳も出るし…。元気は元気なんだけど｣と話されている。咳がでる時はマスクを着用するよう説明すると了承されている。その後、咳嗽はなく、その他の感冒症状も見られていません。20：45、体温36.3℃。本日来所時の体温は35.7℃、昼は36.5℃と発熱みられず、また、咳嗽や不調の訴えは聞かれていない。今後も経過観察し、体調について確認し、対応していく事とする。

＜外来情報＞
・吉田　富秋様～本日HDS-R･MMSEを実施している。







